
ジーンバンク事業を支える植物栽培施
設「ジーンファーム」
　当館では、 生物多様性の保全をめざし、 野

生植物を対象とした 「ジーンバンク事業」 を実

施しています。

　この事業は野生植物、 特に絶滅危惧植物の

系統保存、 増殖、 緊急避難と自生地の保全 ・

復元 ・再生、 新たな生育環境の創出などを行

うものです。 主な事業内容は以下の表のような

ものがあります。

　これらの事業の実施を支える中核施設が

「ジーンファーム」 です。 ジーンファームは、

植物を栽培 ・育成 ・増殖するための施設で、

遮光ハウスやガラス室をはじめ様々な設備を備

えています。

生物多様性を育む環境づくり
　ジーンバンク事業は、 大きくは①緊急回避、

②危険回避、③増殖、④復元 ・再生、⑤環境

創出の５つの取り組みに分けることが出来ます。

近年では、 特に④の復元 ・再生や⑤の環境創

出の取り組みに力を入れています。

　復元 ・再生の取り組みでは、　絶滅の危機に

瀕している種をジーンファームにて増殖し、 か

つて分布していた場所や個体数が極めて少数と

なっている生育地へ植え戻し、 野外での個体

群が持続できる規模となるようにします。 また、

地域性種苗の移植や播種などを行い、 その地

域に成立していた植生を復元 ・再生します。 こ

れまでの実績としては加古川のフジバカマ （写

真１） や武庫川渓谷のツメレンゲ （写真２）、

慶野松原のウンラン （写真３） などがあります。

　環境創出の取り組みでは、 新たに環境を創

出しようとする場所の周辺地域の植生を手本とし

て、 良好な種組成と遺伝的な多様性を確保し

た生物多様性に配慮した緑地の形成を行って

います。 具体的にはお手本となる植生の種組

成を調査し基礎資料を得たり、 緑地形成する

場所に適した同一地域由来の種苗を確保したり

（種子採集から苗の栽培） します。 また創出さ

れた緑地を絶滅危惧植物の保全の場として活

用できるよう、 モニタリング調査やメンテナンス

方法の研究をします。 現在、 兵庫県の尼崎２１

世紀の森づくり事業に用いる地域性種苗の栽培

（写真４） や、 大阪ガス ( 株 ) 姫路製造所にお

ける生物多様性に配慮した緑地形成支援 （写

真５） などを進めています。
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生物多様性を育む環境づくりを推進するジーンバンク
事業

1　絶滅危惧植物等の種子保存
2　絶滅危惧植物等の個体群系統保存
3　絶滅危惧植物等の緊急避難
4　絶滅危惧植物等の危険回避 
5　絶滅危惧植物の自生地での個体群保全・復元

6　  絶滅危惧植物の増殖・復元 
7　  野生植物の増殖・新たな生育環境の創出 
8　  絶滅危惧植物等の発芽・栽培実験
9　  生物多様性に配慮した緑地の形成の支援
10　環境教育

表　ジーンバンク事業の主な内容

主に博物館周辺の気候下で生
育できる植物を栽培する施設
で、直射日光の元では生育し
にくい林床生の植物や地域性
種苗の養生・育成、系統保存
に用いています。

遮光ハウス
冬の寒さに弱い植物の栽培
を行う施設です。種苗育成
のための種子の箱まきや埋
土種子の発芽実験などにも
利用します。

ガラス室

写真１

ジーンファーム
で栽培されるフ
ジバカマ

写真 5

姫路製造所内で創
出される播磨地域
の草原植生とカワ
ラナデシコ

写真 4

尼崎 21 世紀の森に
供給される、武庫
川流域・猪名川流
域産の植物

写真 3

慶野松原（砂浜）
で開花中のウンラ
ン

写真 2

生育環境である岩
壁に移植されるツ
メレンゲ


